
小川政弘作 「疑い④ 疑いから信仰へ」 

 

効果音 （終業のベル） 

教師 ――とまあ、こんなわけだ。だからお前らも、神々を信ずるのは勝手だが、自分が信じようと

する相手がどんなものか、じっくり見極めてからでも遅くはない。この科学万能の時代に、あ

りもしないものを信ずることほどバカらしいことはないからな。じゃ今日はここまで。 

生徒Ａ 起立、礼！ 

効果音 （ガヤ） 

生徒Ｂ 宏よォ、今の話どうだった？ 

山田宏 どうって、まぁあれが信仰持ってない人たちの普通の考え方だろ。 

生徒Ｃ そうかな。おれはなんだかスカッとしたな。大体信仰なんてナンセンスだよ。土台、見えもし

ないものをまるで生きているようにあがめたてまつるなんて、理屈に合わねえぜ。 

宏 そんなことないよ。疑ってかかったら、いつまでも信仰なんて持てやしない。ただ単純に、教

えられたことを信じていけばいいんだ。 

生徒Ｂ おめえもおめでたいやつだな。ありもしねえものをどうやって信じられんだよ？ しょせん神

なんて、弱い人間が球の中でこさえ上げた代物さ。宏、お前も自分で思い込んでいるだけじ

ゃねえのか？ 神なんてありゃしねぇよ！ 

ナレーション 山田宏は、高校１年。小学生のころから教会学校に通い、中２の時にはイエス・キリストを

信じて信仰を持った。これまでは、自分の信じていたものに、なんの疑いも持たなかった彼

の心に、その日から、黒い疑いの雲がわき始めた。 

宏（モノローグ） そうかなぁ。あん時は、「違う。絶対そんなことはない。」って言い張ったけど、ほんとに神は

いないんだろうか？――ウソだ。ウソだよな。もしそうなら、神を信じてる世界中の何百万も

の人たちはどうなるんだ？ ――だけど、もし本当に神がいないんだとしたら、この僕はどう

なるんだろう。この世界は、宇宙は一体どうなるんだ？ 僕はそしたら、なんのために生きて

いくんだ?! 

ナレーション ひとたび心に芽生えた疑いの雲は、もはや止めどがなかった。それからというもの、“神は

本当にいるのか? もしいないとしたら？”という思いが、浮かんでは消えて、ついには食事

ものどを通らぬほどに、彼の心を締め付けた。思い余った彼は、教会の先輩の家を訪ね

た。 

先輩 ――そうか。そりゃ苦しかったろうな。僕にも経験があるよ。見えないものを信ずるってこと

は、一度疑い出したら、これほど難しいことはないからね。これまで単純に信じてきた君も、

一度“試される”ことになったわけだ。 

宏 どうすればいいんですか、先輩？ 

先輩 自分で確かめるんだ。人の言葉じゃなく、神の言葉でね。「あなたを分からせてください」っ

て祈りながら、徹底的に聖書を読んでごらん。 

ナレーション 宏は、必死になって聖書を読み始めた。これほどの真剣さで読んだのは生まれて初めてだ

った。数日して、旧約聖書「出エジプト記」３章を読んでいた時――。 

宏 （13 節）「モーセは神に言った。…神はモーセに言われた。『わたしは、有って有る者。』」 

“有って有るもの”。…“有って有る“…。そうか！ 僕は自分の小さな頭で、自分を中心にし



て、神の存在を考えていた。だけど、神はおられる。たとえ世界中の人間が神を否定したっ

て、神は厳としておられるんだ。神様、神様、感謝します！ 

ナレーション 涙が流れて止まらなかった。次の日、目覚めた時、すべてのものが彼の目には光を放って

見えた。飛ぶようにして先輩の家に行き、一部始終を話し終えた時、先輩は静かにこう言っ

た――。 

先輩 貴重な体験だったね。宏君、“疑う”ことも、“信じる”ことの一部なんだよ。 

 

 ＜完＞ 

 


